
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

接触場面の雑談における聞き手行動の分析 

 

氏氏名名：：      犬犬飼飼亜亜有有美美／／IINNUUKKAAII  AAyyuummii  EE--mmaaiill：：  aa--iinnuukkaaii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  特特命命助助教教  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本語語教教育育学学会会，，社社会会言言語語科科学学会会，，日日本本語語教教育育方方法法研研究究会会  

研研究究分分野野：：  文文学学、、言言語語学学、、教教育育学学  

キキーーワワーードド：：  談談話話分分析析，，会会話話教教育育，，雑雑談談，，聞聞きき手手行行動動，，ああいいづづちち  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・日日本本語語をを母母語語ととししなないい人人ととのの日日本本語語にによよるるココミミュュニニケケーーシショョンンのの支支援援及及びび分分析析  

・・中中等等教教育育段段階階のの日日本本語語学学習習者者にに対対すするる教教科科学学習習支支援援  

  

 
研研究究内内容容：：    

①①日日本本語語のの雑雑談談ににおおけけるる聞聞きき手手行行動動のの指指導導にに向向けけたた接接触触場場面面会会話話のの談談話話分分析析  

[[背背景景]]  

雑談は、相手のことを知り人間関係を構築・維持するために重要な役割を果たすものであり、留学生をはじめとする日

本語学習者にとってもできるようになるべき談話項目の一つであると言える。 

[[課課題題]]  

しかし、雑談は「依頼」や「勧誘」、「謝罪」といった談話と異なり、特に決まった流れや文型が存在せず、故に体系的な

指導方法も確立されていないのが現状である。 

日本語学習者の中には、日本語を用いて日常生活を送ることは問題なくできても、雑談に対して苦手意識を持ってい

るという人も少なくない。特に、相手からの情報提供や経験談に対してうまく反応できないことがあり、その結果として

会話の進行が滞ったり、話し手が自分の話が伝わらなかったのかと不安に感じたりすることが報告されている。 

[[目目的的・・方方法法]]  

そこで、「相手の話を聞いているときに聞き手としてどのようなリアクションを取るか」という点に着目し、実際の雑談場

面のデータを収集して日本語母語話者と日本語学習者の言語行動の比較分析を行うことで、学習者にとって習得が

難しい聞き手行動を抽出・整理し、雑談の効果的な指導方法を確立することを目指している。 

 

○才田いずみ・稲飯亜有美（2019）「雑談のポイントとしての「リアクション」」『日本語教育方法研究会誌』25(2), pp.76-77. 

○稲飯亜有美・才田いずみ（2019）「雑談における聞き手行動指導の可能性」『言語科学論集』23, pp. 77-88. 

○稲飯亜有美（2021）「話し手の発話内容を共有したことを示す聞き手行動の分析―雑談データを対象に―」    

『2021 年度日本語教育学会秋季大会予稿集』, pp. 195-200. 

○犬飼亜有美（2022）「日本語の雑談における母語話者と学習者の聞き手行動の違い」『言語科学論集』26, pp. 67-78. 

 

②②留留学学生生にに対対すするる工工学学系系学学習習日日本本語語のの自自律律学学習習支支援援  

日本語初級段階で来日した留学生が日本語で教科学習を行う際には、日本語の理解と学習内容の理解という二つ

の側面で困難に直面する。将来的には、留学生が自力でもしくは周りの助けを借りて問題を解決し、自律的に学習で

きるようになることが望まれる。そこで、日本語の授業において、留学生の日本語の習得段階にあわせ、教科学習で

用いられる学習日本語の指導、及び留学生自身が学習内容をどのように理解しているのかを自分の言葉で説明する

活動を行い、当該活動の学習内容理解における効果測定を行っている。 

 

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

日
本
語
教
育
学

教
育
学

－　21　－

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

接触場面の雑談における聞き手行動の分析 

 

氏氏名名：：      犬犬飼飼亜亜有有美美／／IINNUUKKAAII  AAyyuummii  EE--mmaaiill：：  aa--iinnuukkaaii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  特特命命助助教教  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本語語教教育育学学会会，，社社会会言言語語科科学学会会，，日日本本語語教教育育方方法法研研究究会会  

研研究究分分野野：：  文文学学、、言言語語学学、、教教育育学学  

キキーーワワーードド：：  談談話話分分析析，，会会話話教教育育，，雑雑談談，，聞聞きき手手行行動動，，ああいいづづちち  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・日日本本語語をを母母語語ととししなないい人人ととのの日日本本語語にによよるるココミミュュニニケケーーシショョンンのの支支援援及及びび分分析析  

・・中中等等教教育育段段階階のの日日本本語語学学習習者者にに対対すするる教教科科学学習習支支援援  

  

 
研研究究内内容容：：    

①①日日本本語語のの雑雑談談ににおおけけるる聞聞きき手手行行動動のの指指導導にに向向けけたた接接触触場場面面会会話話のの談談話話分分析析  

[[背背景景]]  

雑談は、相手のことを知り人間関係を構築・維持するために重要な役割を果たすものであり、留学生をはじめとする日

本語学習者にとってもできるようになるべき談話項目の一つであると言える。 

[[課課題題]]  

しかし、雑談は「依頼」や「勧誘」、「謝罪」といった談話と異なり、特に決まった流れや文型が存在せず、故に体系的な

指導方法も確立されていないのが現状である。 

日本語学習者の中には、日本語を用いて日常生活を送ることは問題なくできても、雑談に対して苦手意識を持ってい

るという人も少なくない。特に、相手からの情報提供や経験談に対してうまく反応できないことがあり、その結果として

会話の進行が滞ったり、話し手が自分の話が伝わらなかったのかと不安に感じたりすることが報告されている。 

[[目目的的・・方方法法]]  

そこで、「相手の話を聞いているときに聞き手としてどのようなリアクションを取るか」という点に着目し、実際の雑談場

面のデータを収集して日本語母語話者と日本語学習者の言語行動の比較分析を行うことで、学習者にとって習得が

難しい聞き手行動を抽出・整理し、雑談の効果的な指導方法を確立することを目指している。 

 

○才田いずみ・稲飯亜有美（2019）「雑談のポイントとしての「リアクション」」『日本語教育方法研究会誌』25(2), pp.76-77. 

○稲飯亜有美・才田いずみ（2019）「雑談における聞き手行動指導の可能性」『言語科学論集』23, pp. 77-88. 

○稲飯亜有美（2021）「話し手の発話内容を共有したことを示す聞き手行動の分析―雑談データを対象に―」    

『2021 年度日本語教育学会秋季大会予稿集』, pp. 195-200. 

○犬飼亜有美（2022）「日本語の雑談における母語話者と学習者の聞き手行動の違い」『言語科学論集』26, pp. 67-78. 

 

②②留留学学生生にに対対すするる工工学学系系学学習習日日本本語語のの自自律律学学習習支支援援  

日本語初級段階で来日した留学生が日本語で教科学習を行う際には、日本語の理解と学習内容の理解という二つ

の側面で困難に直面する。将来的には、留学生が自力でもしくは周りの助けを借りて問題を解決し、自律的に学習で

きるようになることが望まれる。そこで、日本語の授業において、留学生の日本語の習得段階にあわせ、教科学習で

用いられる学習日本語の指導、及び留学生自身が学習内容をどのように理解しているのかを自分の言葉で説明する

活動を行い、当該活動の学習内容理解における効果測定を行っている。 

 

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  生体情報をもちいた集中力の分析 
集中度の可視化と集中の分類に関する研究 

 

氏氏名名：：      矢矢島島  邦邦昭昭／／YYAAJJIIMMAA  KKuunniiaakkii  EE--mmaaiill：：  yyaajjiimmaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会、、日日本本工工学学協協会会、、非非破破壊壊検検査査協協会会、、日日本本高高専専学学会会  

研研究究分分野野：：  教教育育方方法法学学、、教教育育工工学学、、情情報報教教育育、、そそのの他他工工学学  

キキーーワワーードド：：  無無線線計計測測技技術術（（IIooTT））、、生生体体情情報報計計測測・・分分析析、、ググロローーババルル PPBBLL、、教教材材開開発発  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ワワイイヤヤレレスス生生体体情情報報計計測測、、分分析析  

・・ママルルチチメメデディィアア教教材材開開発発、、自自発発的的学学習習教教材材開開発発  

・・ググロローーババルル PPBBLL 教教材材、、ジジェェネネリリッッククススキキルル評評価価  

 
研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題  

・・生生体体情情報報をを用用いいたた客客観観的的なな学学習習へへのの集集中中度度のの分分析析  

・・生生体体情情報報をを用用いいたた客客観観的的なな活活性性度度のの分分析析  

・・ググロローーババルル PPBBLL のの実実践践とと学学生生ののススキキルルのの評評価価  

・・学学生生のの主主体体的的なな学学びびのの環環境境調調査査・・分分析析かかららのの学学習習ツツーールルのの開開発発  

研研究究シシーーズズ  

学学習習ススタタイイルルのの変変革革ととととももにに教教員員のの役役割割もも変変化化ししてていいるる。。学学生生のの効効率率的的なな学学習習ののササポポーートトととししてて、、知知識識定定着着ののププロロセセ

ススのの効効率率化化はは、、学学生生ののみみななららずず、、教教員員ににもも教教育育ススタタイイルルのの向向上上ににつつななががるる。。学学生生がが授授業業にに集集中中ししてていいるるののかかをを知知るるこことと

はは、、学学習習効効率率のの向向上上ににつつななががるる。。ここれれををアアンンケケーートトななどどのの主主観観的的なな評評価価やや事事後後のの評評価価ででははななくく、、ほほぼぼリリアアルルタタイイムムでで  

客客観観的的にに知知るるここととががででききれればば、、授授業業改改善善ににももつつななががるる。。そそここでで、、受受講講中中のの学学生生のの生生体体情情報報ととししてて、、皮皮膚膚電電気気抵抵抗抗（（皮皮膚膚

電電気気反反射射））、、瞬瞬ききのの回回数数、、頭頭部部のの位位置置情情報報、、脳脳波波ななどどをを計計測測すするるここととでで解解析析をを行行うう。。IIooTT 技技術術をを用用いいてて、、教教室室ななどどでで受受講講

ししてていいるる学学生生のの種種々々のの生生体体情情報報をを同同時時にに計計測測しし、、ササーーババににてて分分析析をを行行うう。。ググルルーーププワワーークク時時のの活活性性、、非非活活性性ををビビッッググデデ

ーータタととししてて扱扱うう。。      

  ググロローーババルル PPBBLL のの規規格格、、実実施施にによよりり、、企企画画力力、、ココミミュュニニケケーーシショョンン力力、、計計画画実実行行力力をを養養っってていいるる。。研研究究室室でで実実施施ししてていい

るる PPBBLL はは、、工工学学分分野野、、特特ににシシーーケケンンスス制制御御をを題題材材ににししてておおりり、、解解決決案案がが具具体体的的にに評評価価ででききるるテテーーママととししてていいるる。。同同じじ教教

育育環環境境下下ににおおけけるる日日本本人人ののみみででははななくく、、ググロローーババルルなな環環境境ででのの体体験験、、海海外外ででのの PPBBLL 実実施施にによよりりジジェェネネリリッッククススススキキルルのの

変変化化をを継継続続調調査査ををししてていいるる。。  

  ググルルーーププ単単位位ででのの集集中中度度のの客客観観的的ななモモニニタタリリンンググよよりり、、工工場場ななどどででのの作作業業時時のの集集中中度度のの確確認認、、セセミミナナーー、、研研修修会会ででのの

運運用用にに有有効効活活用用がが期期待待ででききるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

          

  

  

 

 ウェアラブル、ガルバニック皮膚反応システム
-センサ(MAXREFDES73#)
-Android端末(intel社製)

皮膚電気抵抗
皮膚温度計測

GSR測定
センサ

皮膚温測定
センサ

 JINS MEME
-iOS 8.0以上の端末

3点式眼電位センサー
3軸加速度センサー
3軸ジャイロ（角速度）センサー

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

BBiittaalliinnoo  開開発発キキッットト    

簡簡易易脳脳波波計計測測器器    

JJIINNSS  MMEEMMEE    
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